いわ て 未来 づく り 機 構 だ より -』。- 





発行 日 平成 年 9 月 日 


いわ て 未来 づく り 機 構 は 、 県 内 各界 、 各層 の 組織 の 横断 的 か つ 意 欲 あ る 「 参 画 」 「 連 携 」 を 実現 し 、 さら に 各 組 織 の 名 交 を 結集 


し 、 スピ ー ド 感 を 持っ て 「 実 践 」 す る こと に より 地域 の 総合 的 な 発展 を 目指 す 新 し い ネ ットワーク で す 。 





会 員 の 皆様 に は 、 ま すま すご 清栄 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 

いわ て 未来 づく り 機構 だ より 第 6 号 を お 届け し ます 。 

本 号 で は 、9 月 2 日 に 開催 され まし た 平成 2 1 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル の 内 容 を 中 心 に 報告 し ます 。 
今後 と も 、 機 構 の 活動 に ご 理解 と ご 協力 を 賜り ます よう よろ し く お 願い いた し ます 。 


平成 21 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 

9 月 2 日 ( 水 )16 時 か ら 、 サン セー ル 盛 岡 に お いて 、 
平成 2 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル が 開催 され まし 
た 。 

以下 の 事項 に つい て 報告 が あり 、 報告 内 容 に 基 づ 
いて ラウ ンド テー ブル メン バー で ディ スカ ッ シ ョ ン を 行 
いま し た 。 


【 報 告 事項 】 

① 各 作 業 部 会 の 進捗 状況 に つい て 

② 「 産 学 官 連携 拠点 の 形成 支援 事業 」 の 今後 の 進 
め 方 に つい て 

③ 「 新 し い 長 期 計画 ( 案 )」 に つい て 


【 デ ィ ス カッ ショ ン 】 

3 つの 報告 事項 を 受け て 「 岩 手 の あ る べき 姿 」 の 観 
点 か ら 機構 と 作業 部 会 の 方 向 性 な ど に つい て の 意見 
交換 を 行い まし た 。 










主 な 議論 の 内 容 
・ 台湾 に 派遣 する 経済 ミッ ショ ン に 備え て 、 売 り 
た いも の 、 買 いた いも の を 明確 に し て お く こ と 
が 必要 。 
・ ブ ラン ド づ くり は 紙 の 上 だ け で 行う の で は な 
く 、 具 体 的 な 施策 展開 が 必要 。 


・ 豊か さ の 指標 を 大 学 の 研究 テー マ と し て は どう 
か と いう 作業 部 会 か ら の 提案 に つい て は 、 積 極 
的 に 受け 止め て 検討 し て いく 。 


・ 各 作業 部 会 は し っ か りや っ て いる が 、 こ ご れ か ら 
が 正念 場 で あり 、 単 な る 勉強 会 に 終わ ら な いよ 
う 、 し っ か り が ん ば っ て 欲し い 。 


・ 新 し い 長 期 計画 ・ ア クシ ョ ンプ ラン の 実施 に 当 

た っ て は 行程 表 に 基づい て きち ん と や っ て い 
く こ と が 必要 。 
・ 新 し い 長 期 計画 に お ける いっ し ょ に 育む 希望 郷 
いわ て と いう 目標 は 機構 と も 軌 を 一 に する も 
の で あり 、 新 し い 長 期 計 画 を 進め て いく に 当 た 
っ て も 、 機 構 の 協力 を お 願い し た い 。 































産学 官 連携 拠点 の 採択 に つい て 


【 拠点 形成 の 目的 】 

産学 官 連携 拠点 を 選定 し 、 そ れ ら に 関係 府 省 、 自 治 体 等 
の 各種 の 施策 を 有機 的 に 組み 合わ せ て 総合 的 ・ 集中 的 に 実 
施す る こと に より 、 人 材 育 成 ・ 基礎 研究 か ら 商業 化 ・ 事 業 
化 ま で の 活動 を 、 産 学 官 が 有機 的 に 連携 し て 推進 し 、 持 貫 
的 ・ 発 展 的 に イノ ベー ショ ン を 創出 する イノ ベー ショ ン ・ 
エコ ・ シ ステ ム の 構築 を 図っ うと する も の で す 。 


【 選定 結果 】 

地域 の 特長 や 強み を 活か し 、 地 域 産業 の 競争 力 強 化 や 新 
産業 創出 に よる 産業 構造 改革 な ど を 目指 し て 産学 官 連携 
活動 が 行わ れる 「 地域 中 核 産学 官 連携 拠点 」 に は 、28 拠点 
が 応募 し 、 北上 川 流域 を 中 心 と する も の づく り 拠 点 を 含む 
10 拠点 が 採択 され まし た ( 東北 で は 本 県 と 福島 県 の み )。 


【 も の づく り コ ー デ ィ ネー ト 研究 会 】 

・ 文 部 科学 省 の 「 産学 官 連携 戦略 展開 事業 」 に よる 支援 を 
受け 、 地 域 プ ラン ナー( 大 島 修三 岩手 大 学 客員 教授 ) を 
配置 し 、 県 内 の コー ディ ネー タ 、 イ ン キ ュ ベ ーション マ 
ネー ジャ な ど が 集まっ た 「 も の づく り コ ー デ ィ ネー ト 研 
究 会 」 を 組織 し ます 。 

・ も の づく り コ ー デ ィ ネー ト 研究 会 は 、 人 材 の 確保 ・ 育成 
か ら 研究 開 発 、 実 用 化 、 事 業 化 ま で の シー ムレ ス な 活動 
が 展開 可能 な 体制 の 構築 を 図 ろ うと する も の で す 。 


今後 の 予定 


工場 見 学会 

9 月 28 日 (月 )9 時 岩手 大 学 工学 部 出発 で (株 新興 製作 所 と 
TDK- MCC( 株 ) の 工場 見 学会 を 開催 し ます 。 

テク ノ フ ェ ア は な まき 2009 

10 月 23 日 ( 金 )-10 月 25 日 (日 ) 花 巻 市 総合 体育 館 を 会 坦 
に 開催 され ます 。 全国 農 商 工 連 携 フ ォ ー ラ ム in は な まき 
(10/2⑳ や いわ て 県 南 地域 も の づく り プラ ザ (10/23 な ども 併設 
され ます 。 

第 3 回 ラウ ンド テー ブル 

次 回 の ラウ ンド テー ブル は 2 月 頃 を 予定 し て お り ます 。 

詳細 が 決ま り ま し た ら 、 ホー ムペ ー ジ で お 知ら せ し ま す 。 


: 事務 局 か ら の お 知ら せ 


作業 部 会 の 紹介 


いわ て 未来 づく り 機 構 で は 、5 つの 作業 部 会 を 設置 し て 
それ ぞ れ 活動 し て お り ま す が 、 今 年 度 、2 つの 部 会 に お い 
て 座長 の 交代 が あり まし た の で 、 あ ら た め て 各部 会 の 状況 
を ご 紹介 し ます 。 

第 1 作業 部 会 ( 一 次 産品 の 高 機能 化 ) 
〇 農業 が 「 連峰 型 産業 」 の 一 角 と な る た め の 土 台 の 構築 
座長 : 松本 真一 営業 推進 役 ( 岩手 銀行 ) 
第 2 作業 部 会 ( 産業 基盤 の 集積 と 強化 ) 
〇 基盤 集積 と 強化 の た め の ア クシ ョ ンプ ラン の 作成 と 実行 
座長 : 岩渕 明 教授 ( 岩手 大 学 ) 
第 3 作業 部 会 ( 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展開 ) 
〇 岩手 ブラ ンド 戦略 の 検討 
座長 : 大 平 尚 政策 調査 監 ( 岩手 県 ) 
第 4 作業 部 会 ( 地域 力 を 支え る 人 材 育成 ) 
〇 地域 力 向上 の た め の 人 材 育成 プロ グラ ム の 集約 と ネッ ト 
ワー ク 化 
座長 : 後藤 尚 人 教授 ( 岩手 大 学 ) 
第 5 作業 部 会 ( 医療 と 福祉 態勢 の 整備 ・ 充実 ) 
〇 医療 ・ 保 健 .・ 福祉 の 連携 の テー マ を 「 包括 」 を キー ワー 
ド に 検討 
座長 : 佐藤 嘉 夫 教授 ・ 社 会 福祉 学部 長 ( 岩手 県 立 大 学 ) 


岩手 の モノ 紹介 コー ナー 


アイ ー ナ 3 階 の 「 いわ て 希望 プラ ザ 」 に 「 岩手 の モノ 紹 
介 コ ー ナ ー」 を 設置 し 、Madein IWATE の モノ ( 商品 、 技 
術 、 サ ービス な ど ) を 広く 情報 発信 し て いま す 。 
岩手 の モノ 紹介 コー ナー 第 一 弾 
(株 ) ア マタ ケ -~ 日 本 で いち ば ん お いし い 鶏 を 育て た い 
アマ タケ の こだわ れ り 
① ヨ 宰 短 幸 と 小 癌 い 山々 に 囲ま れ た 岩手 の 大 自然 の 中 で 、 すべ て の 鶏 を 全 飼 診 

期間 に わた っ て 、 抗 生物 質 合成 所 策 強 を 一 切 使わ ず に 育て る こと で 、 安全 ・ 

安心 な “ 南部 どり "を 生産 し て いる 。 
② 非 癌 に 難し いと され る 原種 鞭 か ら 自社 で 育て る こと で 、 安定 僕 給 を 確保 し 

て いる 。 

③ その 結果 、 ア マタ ケ ブ ラ ン ド は 、 首 都 園 に お いて も 高い 評価 を 受け て いる 。 





会 員 各 機関 に お ける 代表 者 及び ご 担当 者 名 、 メ ー ル アド レス 等 に 変更 が ご ざい まし た ら 、 ア イー ナ 事 務 局 の 佐藤 まで お : 


・ 知ら せく だ さる よう お 願い し ます 。 
電 話 : 019-606-1775( FAX 兼用 ) 


E-mail: daihyo@watemirai.com 


ホー ムペ ー ジ http:/iwatemirai.comy 会 員 用 ホー ムペ ー ジ http:/iwatermirai.com/xoops/ 


